
平成３０年３月３０日

1 東京港における港湾・海岸防災機能の維持・強化

平成22年度　～　平成27年度　（6年間） 東京都

①道路交通の円滑化を図り東京港における物流機能を強化するとともに、橋梁、係留施設等の耐震改良を実施し安全性の向上を図る。

②既存の係留施設や臨港交通施設等の改良を行い、施設の延命化、利用者の利便性及び安全性の向上を図る。

③大規模地震水害や伊勢湾台風級の高潮から都民の生命と財産を守り、首都東京の中枢機能を確保するため、海岸保全施設の耐震対策や老朽化対策を実施する。

④臨港道路等における電線類の地中化により、防災機能の強化、安全で快適な歩行空間の確保、良好な都市景観の創出を図る。

①-1ふ頭周辺及び背後圏への交通アクセスの円滑化を図るため臨港道路の改良率を高める。

①-2緊急輸送道路上に位置するなど重要な橋梁、係留施設等の耐震補強の耐震化率を高める。

②対象施設以外の施設も含め、東京港の係留施設、臨港交通施設（橋梁、トンネルを含む）、外郭施設の劣化等に伴う使用の制限・休止率０％の維持。

③-1地震時において東京港の背後地を浸水被害から守るために必要な堤防、護岸の耐震性確保率を20%（H27）とする。

③-1水門等の耐震性確保率を43％（H27)とする。

④臨港道路等における電線類地中化の調査・設計を完了する。

（H22当初） （H24末） （H27末）

①-1

①-2

①-3

②

② 荷役作業を安全で効率的に行うため、荷さばき用地を拡張

② 小型船だまり港口における稼働率の向上

④

事　後　評　価　

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事業担当局にて、数値目標の達成状況や事業効果の発現状況を検証し、その結果に至った原因を分析した。 平成29年度
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1-A1-44 電線類地中化を調査・設計した箇所数 － － 1箇所

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
53,841百万円 Ａ 53,841百万円 Ｂ ― Ｃ ―

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

③-2
1-A2-4,5 本計画で対象としている老朽化対策を実施した数量 0基 7基 14基

1-A2-6,7 本計画で対象としている緊急対策を実施した数量 0基 4基  7基

③-1

1-A2-1～3
堤防・護岸の耐震性確保率は、地震時において東京港の背後地を浸水被害から守るために必要な堤防・護岸のうち、耐震整備が
完了した堤防・護岸の割合

（浸水被害を防止する堤防・護岸の耐震性確保率）＝（整備済み堤防・護岸の延長）/（浸水被害を防止するために必要な堤防・護岸の延長）※

0% 0% 20%

1-A2-1～2
水門等の耐震性確保率は、地震時において東京港の背後地を浸水被害から守るために必要な水門等のうち、耐震対策が完了した
水門等の割合
　（水門等の耐震性確保率）＝（耐震整備完了済みの水門数）/（浸水被害を防止するために必要な水門数）※

0% 0% 43%

1-A1-15 1,120㎡ 1,600㎡ 1,600㎡

※H24.12月に策定した「東京港海岸保全施
設整備計画」を基にに新たに定めた目標値

1-A1-23 96.8% 96.8% 99.1%

岸壁改良（耐震改良、大規模改修等）（整備完了済みバース／計画バース） 0% 0% 33%
1-A1-11～14,16～22,24～43 老朽化が進む港湾施設の必要な機能を維持しつつ、将来の改良・更新コストの抑制を図るため、港湾施設の長寿命化に資する工事の計画的な実施 0箇所 12箇所 39箇所

　　計画の成果目標（定量的指標）

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

1-A1-1
改良率は、円滑な交通アクセスを確保するために必要となる臨港道路の車線数のうち、整備が完了した車線数の割合
（改良率）＝（整備済み臨港道路の車線数）／（交通アクセス確保に必要な臨港道路の車線数）

67% 100% 100%

1-A1-2～6,9,10
耐震化率は、東京港の緊急輸送道路上に位置するなど重要な橋梁のうち耐震補強が完了した橋梁の割合
　（耐震化率）＝（耐震補強完了済み橋梁数）／（緊急輸送道路等にかかる重要な橋梁数）

30% 60% 70%

1-A1-7,8

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

　凡　例

　①-1、①-2、④：港湾改修事業

　②：港湾施設改良費統合補助事業

　③-1：高潮対策事業

　③-2：津波・高潮危機管理対策緊急事業

　　　：海岸堤防老朽化対策緊急事業



１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　港湾事業

事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H22 H23 H24 H25 H26 H27

1-A1-1 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 建設 1,136

1-A1-2 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 建設 新木場・若洲線（橋梁） 575

1-A1-3 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 城南大橋（耐震改良） 687

1-A1-4 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 362

1-A1-5 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 1,076

1-A1-6 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 26

1-A1-7 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 6

1-A1-8 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 20

1-A1-9 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 96

1-A1-10 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 382

1-A1-11 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 436
H23-H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-12 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 218
H23：

地域自主戦略交付金

1-A1-13 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 83
H23：

地域自主戦略交付金

1-A1-15 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 374
H23：

地域自主戦略交付金

1-A1-17 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 939
H23-H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-18 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 32

1-A1-19 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 305
H23-H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-23 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 16
H23-H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-24 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 55
H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-25 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 157
H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-26 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 230
H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-27 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 176
H24：

地域自主戦略交付金

1-A1-28 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 360

1-A1-29 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 0

1-A1-30 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 230

1-A1-31 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 225

1-A1-32 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 271

1-A1-33 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 261

1-A1-34 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 363

1-A1-35 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 179

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名 港湾・地区名

有明埠頭橋（東）（耐震改良） 橋長 L=126m 東京港・中部地区

あけみ橋（耐震改良） 橋長 L=289m 東京港・中部地区

辰巳内貿雑貨ターミナル（耐震改良） 延長 L=160m　水深5m 東京港・東部地区

13号地ふ頭岸壁（改良）

全体事業費
（百万円）

新木場・若洲線（道路） 延長 L=3,060m 東京港・東部地区

延長 L=242m 東京港・東部地区

橋長 L=268m 東京港・大井その2

新日の出橋（耐震改良） 橋長 L=85m 東京港・内港地区

延長 L=750m　水深5m 東京港・中部地区

城南野鳥橋（耐震改良） 橋長 L=310m 東京港・大井その1その2

大井中央陸橋（耐震改良） 橋長 L=886m 東京港・大井その1

新交通ゆりかもめ 走行路打替え L=7.6km 東京港・中部地区

中防ばら物ふ頭岸壁の改良 水深 D=-12.0m、延長 L=240m 東京港・中央防波堤内側地区

10号地ふ頭（東）岸壁 水深 D=-5.0m、延長 L=920m 東京港・10号その２地区①

1-A1-14 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良
新日の出橋 桁塗装　延長 L=85m

東京港・内港地区 17
芝浦ふ頭岸壁 水深 D=-7.5m、延長 L=780m

芝浦ふ頭物揚場岸壁の改良 水深 D=-2.7m、延長 L=160m 東京港・芝浦地区

1-A1-16 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良
道路（改良）青海縦貫線 舗装打替え L=1.6km

東京港① 373
H23-H24：

地域自主戦略交付金
道路（改良）青海・有明南連絡線 舗装打替え L=1.8km

橋梁（改良）東京港連絡橋（芝浦側） 送気ｼｽﾃﾑ設置、主ｹｰﾌﾞﾙ等塗装 東京港②

設備（改良）青海トンネル・東京湾岸アンダー 遠方監視制御・監視カメラ等 東京港③

道路（改良）大井縦貫線 舗装打替え L=1.7km 東京港④

H23-H24：

地域自主戦略交付金

設備（改良）青海トンネル 換気設備　6基

設備（改良）青海トンネル・第二航路トンネル 非常口表示灯等

設備（改良）東京港連絡橋 自家発電機

1-A1-20 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良

設備（改良）臨海トンネル

戦略 改良
岸壁(-13m)（改良）青海A0バース

換気設備　4基

東京港⑤ 595

水深 D=-13.0m、延長 L=220m
東京港⑥ 350

H23-H24：

地域自主戦略交付金
岸壁(-15m)（改良）青海A2バース 水深 D=-15.0m、延長 L=350m

1-A1-22 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良
岸壁(-11m)（改良）大井食品ふ頭 水深 D=-11.0m、延長 L=380m

東京港⑦ 186
H23-H24：

地域自主戦略交付金
岸壁(-12m)（改良）大井食品ふ頭 水深 D=-12.0m、延長 L=230m

1-A1-21 港湾 内地 東京都 直接 －

防波堤（改良）13号地防波堤 延長 L=90m 東京港⑧

新交通ゆりかもめ（日の出・芝浦地区） 桁塗装 路線延長 L=14.8km 東京港⑨

岸壁（改良）大井水産物ふ頭 延長 L=450m 東京港⑩

岸壁(-10m)（改良）品川ふ頭 延長 L=1,125m 東京港⑪

岸壁(-10m)（改良）１０号地ふ頭（西） 延長 L=1,500m 東京港⑫

岸壁（改良）15号地木材ふ頭 延長 L=720m 東京港⑭

新交通ゆりかもめ（テレコム・青海間） 耐震改良　 路線延長 L=14.8km 東京港⑮

新交通ゆりかもめ 側壁塗装　 路線延長 L=14.8km 東京港⑯

橋梁（改良）東京港連絡橋（台場側） 送気ｼｽﾃﾑ設置、主ｹｰﾌﾞﾙ等塗装 東京港⑰

橋梁（改良）東京港連絡橋（吊橋芝浦側） 送気ｼｽﾃﾑ設置、主ｹｰﾌﾞﾙ等塗装 東京港⑱

橋梁（改良）東京港連絡橋（吊橋台場側） 送気ｼｽﾃﾑ設置、主ｹｰﾌﾞﾙ等塗装 東京港⑲

新交通ゆりかもめ（青海駅） 駅舎改良 東京港⑳

防波堤（改良）12号地木材投下泊地防波堤 延長　L=430m 東京港21

番号



1-A1-36 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 355

1-A1-37 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 159

1-A1-38 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 397

1-A1-39 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 288

1-A1-40 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 279

1-A1-42 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 41

1-A1-43 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 65

1-A1-44 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 建設 59

12,482

Ａ2　海岸事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積・水深等） H22 H23 H24 H25 H26 H27

1-A2-1 海岸 一般 東京都 直接 － 高潮 継続 12,689

1-A2-2 海岸 一般 東京都 直接 － 高潮 新規 15,577

1-A2-3 海岸 一般 東京都 直接 － 高潮 新規 8,156
都市海岸
高度化事業

1-A2-4 海岸 一般 東京都 直接 － 老朽化 継続 2,396
H23-H24：

地域自主戦略交付金

1-A2-5 海岸 一般 東京都 直接 － 老朽化 新規 1,115

1-A2-6 海岸 一般 東京都 直接 － 津波・高潮 継続 300

1-A2-7 海岸 一般 東京都 直接 － 津波・高潮 新規 1,126
H23-H24：

地域自主戦略交付金

41,359

合計 53,841

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26 H27

合計

番号 備考

地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H22 H23 H24 H25 H26 H27

道路（改良）第二航路ﾄﾝﾈﾙ 舗装打替え　L=1.8km 東京港22

道路（改良）青海縦貫線 舗装打替え L=1.6km 東京港23

新交通ゆりかもめ（芝浦ふ頭駅） 駅舎改良 東京港24

大井中央陸橋（改良） 橋長 L=886m 東京港・大井その1

新交通ゆりかもめ 外壁塗装 路線延長 L=14.8km 東京港25

1-A1-41 港湾 内地 東京都 直接 － 戦略 改良 設備（改良）臨海トンネル
換気設備　5基

東京港26 42
自家発電機

設備（改良）第二航路トンネル 換気設備　10基 東京港27

道路（改良）大井縦貫線 舗装打替え L=1.7km 東京港28

新木場・若洲線、東京港臨海道路 電線共同溝 調査・設計
東京港・東部地区

中央防波堤内側・外側地区

小計（港湾事業）

事業者 種別① 種別② 要素となる事業名 港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

東京港海岸 堤防L=1,400m、護岸L=1,200m、
水門8基

東京港海岸

東京港海岸
堤防L=2,900m、護岸L=2,300m、

水門13箇所、排水機場2箇所、陸

こう遠隔制御システム構築一式

東京港海岸

東京港海岸（都市海岸高度化事業） 堤防L=400、護岸L=2,800m
（植栽等実施）

東京港海岸

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

東京港海岸 水門8基、排水施設2基 東京港海岸

東京港海岸 水門10基、排水施設2基、
防潮堤、護岸3箇所

東京港海岸

東京港海岸 水門5基、排水施設2基 東京港海岸

一体的に実施することにより期待される効果

東京港海岸 水門4基、排水施設12基 東京港海岸

小計（海岸事業）

一体的に実施することにより期待される効果

その他関連する事業

事業種別 事業者
省略
工種

要素となる事業名 港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

工種

全体事業費
（百万円）

工種 （延長・面積等）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・臨港道路の耐震改良等整備により、ふ頭周辺及び背後圏への交通アクセスの円滑化を図り東京港における物流機能を強化することができた。
Ⅰ定量的指標に関連する ・既存の係留施設・臨港交通施設等の改良により、施設の延命化、利用者の利便性及び安全性の向上が図られた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・堤防・護岸等の耐震化により、大規模地震災害や伊勢湾台風級の高潮に対する安全性の向上が図られた。

・臨港道路等における電線類の地中化により防災機能の強化、安全で快適な歩行空間の確保、良好な都市景観の創出を図るための調査設計ができた。

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・平成28年度以降も新たな社会資本総合整備計画において、引き続き総合的に事業を推進していく。

指標①-2（橋梁
の耐震化率）

指標②（港湾施
設の長寿命化工
事実施数）

最終実績値

最終目標値

最終実績値

指標①-3（岸壁
の改良率）

指標②（荷さば
き用地拡張面
積）

指標②（小型船
だまり稼働率）

指標③-1（堤
防・護岸の耐震
性確保率）

指標③-1（水門
等の耐震性確保
率）

指標③-2（老朽
化対策実施数）

指標③-2（緊急
対策実施数）

指標④（電線類
地中化調査設計
箇所数）

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

指標①-1（道路
改良率）

最終目標値

最終実績値

1箇所

1箇所

100%

100%

70%

70%

33%

0%

39箇所

37箇所

1,600m2

1,600m2

99.1%

－

20%

18%

43%

30%

14基

最終目標値

最終実績値

最終目標値

・設計に必要な調査に時間を要し、後年に整備することとしたため。

・予算状況を踏まえ、一部後年に整備することとしたが、目標値の約9割を達成しており、一定の効果は得られている。

・今後他の事業により、小型船だまりの稼働率を確保することとしたため。

14基

7基

7基

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

・他事業との調整等により、一部後年に整備することとしたが、目標値の約9割を達成しており、一定の効果は得られている。

・他事業との調整等により、一部後年に整備することとしたが、目標値の約7割を達成しており、一定の効果は得られている。



活力創出基盤整備（図面）

計画の名称 1 東京港における港湾・海岸防災機能の維持・強化

計画の期間 平成22年度　～　平成27年度　（6年間） 東京港交付対象

中央防波堤内側ばら物ふ頭岸壁改良

新交通ゆりかもめ走行路打替え

防波堤（改良）１３号地防波堤

10号地ふ頭（東）岸壁改良

岸壁（-13m)(改良）青海A０バース

岸壁（-15m)(改良）青海A２バース

道路（改良）大井縦貫線

あけみ橋桁塗装芝浦ふ頭物揚場改良

設備（改良）青海トンネル・東京湾岸アンダー

道路（改良）青海縦貫線

道路（改良）青海・有明南連絡線

新日の出橋桁塗装

芝浦ふ頭岸壁改良

橋梁（改良）東京港連絡橋（芝浦側）

岸壁（-11m)(改良）大井食品ふ頭
岸壁（-12m)(改良）大井食品ふ頭

新交通ゆりかもめ（日の出・芝浦地区）

桁塗装

新交通ゆりかもめ側壁塗装

岸壁（改良）大井水産物ふ頭

岸壁（-10m)（改良）10号地ふ頭（西）

岸壁（改良）15号地木材ふ頭

新交通ゆりかもめ（青海駅）駅舎改良

防波堤（改良）12号地木材投下泊地防波堤

道路（改良）第二航路ﾄﾝﾈﾙ

橋梁（改良）東京港連絡橋（吊橋台場側）

大井中央陸橋（改良）

新交通ゆりかもめ外壁塗装

設備（改良）臨海トンネル

設備（改良）第二航路ﾄﾝﾈﾙ

新交通ゆりかもめ（芝浦ふ頭駅）駅舎改良

橋梁（改良）東京港連絡橋（台場側）

岸壁(-10m)(改良）品川ふ頭

橋梁（改良）東京港連絡橋（吊橋芝浦側）



活力創出基盤整備（図面）

計画の名称 1 東京港における港湾・海岸防災機能の維持・強化

計画の期間 平成22年度　～　平成27年度　（6年間） 東京港交付対象

A-A1-5
有明ふ頭橋（東）耐震補強

A-A1-6
あけみ橋耐震補強

A-A1-4
新日の出橋耐震補強

A-A1-3
城南大橋耐震補強

A-A1-7
辰巳内貿雑貨ターミナル耐震補強

A-A1-10
大井中央陸橋耐震補強

A-A1-9
城南野鳥橋耐震改良

A-A1-8
13号地ふ頭岸壁

A-A1-2
若洲橋架替

A-A1-1
新木場若洲線道路整備事業

A-A1-44
新木場・若洲線、東京港臨海道路



水の安全・安心基盤整備（図面）

計画の名称 1 東京港における港湾・海岸防災機能の維持・強化

計画の期間 平成22年度　～　平成27年度　（6年間） 東京港交付対象

防潮堤

水門廃止に伴う防潮堤整備

内部護岸

水門（耐震対策）

水門（耐水対策）

海岸保全区域（予定）

計画対象外

凡例

排水機場

1-A2高潮

防潮堤

水門廃止に伴う防潮堤整備

内部護岸

水門

海岸保全区域（予定）

計画対象外

凡例

排水機場

1-A2高潮



水の安全・安心基盤整備（図面）

計画の名称 1 東京港における港湾・海岸防災機能の維持・強化

計画の期間 平成22年度　～　平成27年度　（6年間） 東京港交付対象

凡例

1-A2

津波・高潮

老朽化

水門

排水機場

水門

排水機場


